
目標達成に向けた取組

３つの観点 教員の指導力向上 基礎学力の保障 学習習慣の確立

学校全体の
取組

・学習の「めあて・ねらい」と
「まとめ・振り返り」を必ず行
う。

・学習規律を徹底する。
・タブレット端末の効果的な活用
を目指し、研修の機会を設定し
たり、教員同士での情報交換を
したりする。

・週に１度、SUT（スキルアップタ
イム）を活用し、計算や漢字の基
礎基本の定着を図る。

・低学年からの積み重ねを大切にし、
当該学年の学習内容の定着を徹底
する。

・東京ベーシックドリルの診断テス
トを年６回行う。

・各学期の家庭学習週間における家庭
学習目標時間（学年×１０+１０
分）

特に支援が
必要な児
童・生徒へ
の手立て

・C評価の児童に対して、補習等
を行い、次の授業までに学習内
容の定着を図る。

・学習規律においては、アンケー
トを実施し、結果を基に重点項
目を定め、学校全体で改善意識
をもって取り組む。

・ICT支援員の効果的な活用をす
る。

・CD層に対して、放課後補習教室と
連携し、支援を行う。

・ドリルパークを活用し、ベーシッ
クドリルテストの結果を基に、苦
手な問題練習に取り組む。

・低学年において、教員を加配し、
少人数算数を実施。きめ細かく
一人一人の学習状況を把握し、指
導に生かす。

・達成率９０％以上の児童を朝会で表
彰、１００％達成者には賞状を渡す
などし、意欲をもたせる。

・ドリルパークに家庭学習や長期休業
中に課題に出す。

成果指標

・学習規律におけるアンケート
（児童・教員）、各項目達成率

９０％以上

・東京ベーシックドリルの診断テス
ト７割達成者

６０％以上

・家庭学習週間における家庭学習目標
時間達成率

・保護者向け、学校評価において項目
『「あなたのお子さんは、家庭で
「１０分×学年＋１０分」の勉強に
取り組んでいますか。』AB評価率

９０％以上

令和５年５月１日現在
江戸川区立二之江小学校誰一人取り残さないための学力向上アクションプラン

令和８年度までの目標
国語 算数

自校ＡＢ層の割合 44.0％ 自校ＡＢ層の割合 33.8％


